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１．将来の活動可能性のない火山の活動履歴について
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噴出量不明

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。

累
積

噴
出

量
（
km

3 ）

地質時代 噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

佐藤（1986）

八島ほか（1989）

八島（1990）

中野ほか編（2013）

更

新

世

青ノ木森安山岩 不明

2.0

2.1

(Ma)

１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【青青青青ノノノノ木森木森木森木森】】】】

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

←青ノ木森（134km）

青ノ木森の概要

火山名 青ノ木森

敷地からの距離 約134km

火山の形式 複成火山

活動年代 約210万年～約200万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことからいことからいことからいことから，，，，

将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

青ノ木森の活動履歴

青ノ木森の噴出量－年代階段ダイヤグラム
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【松倉山松倉山松倉山松倉山】】】】

松倉山の概要

火山名 松倉山

敷地からの距離 約126km

火山の形式 複成火山

活動年代 ジェラシアン

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことからいことからいことからいことから，，，，

将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

大沢・須田（1980）

中野ほか編（2013）

西来ほか（2012）

更

新

世松倉山

安山岩溶岩および火砕岩

不明

ジ

ェ

ラ

シ

ア

ン

松倉山の活動履歴

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

←松倉山（126km）

松倉山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量不明

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。

累
積

噴
出

量
（
km

3 ）
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【川尻三森山川尻三森山川尻三森山川尻三森山】】】】

川尻三森山の概要

火山名 川尻三森山

敷地からの距離 約111km

火山の形式 複成火山

活動年代 ジェラシアン（約240万年前）

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことからいことからいことからいことから，，，，

将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

Kondo et.al.,（2004）

中野ほか編（2013）

西来ほか（2012）

更

新

世
川尻三森

安山岩

不明

ジ

ェ

ラ

シ

ア

ン

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

川尻三森山

（111km）

↓

川尻三森山の活動履歴

川尻三森山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量不明

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。

累
積

噴
出

量
（
km

3 ）
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噴出量不明

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。

累
積

噴
出

量
（
km

3 ）

１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【甑山甑山甑山甑山】】】】

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

↑

甑山（148km）

甑山の概要

火山名 甑山

敷地からの距離 約148km

火山の形式 溶岩ドーム？

活動年代 約200万年～約140万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

大沢ほか（1979）

Kondo et.al.,（2004）

中野ほか編（2013）

西来ほか（2012）

更

新

世

甑岳デイサイト

不明

西甑岳デイサイト

1.4

2.0

(Ma)

甑山の活動履歴

甑山の噴出量－年代階段ダイヤグラム
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【小比内山小比内山小比内山小比内山】】】】

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

小比内山

（109km）

↓

小比内山の概要

火山名 小比内山

敷地からの距離 約109km

火山の形式 複成火山

活動年代 約100万年～約60万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

大沢ほか（1979）

臼田ほか（1982）

土志田ほか（1999）

日本火山学会（1999）

中野ほか編（2013）

西来ほか（2012）

更

新

世

母沢安山岩

（川井山石英安山岩）

3

0.6

1.0

(Ma)

小比内山の活動履歴

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

小比内山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。
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噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【高松岳高松岳高松岳高松岳】】】】

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

高松岳→

（100km）

高松岳の概要

火山名 高松岳

敷地からの距離 約100km

火山の形式 複成火山

活動年代 約30万年～約20万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

竹野（1988）

梅田ほか（1999）

高島ほか（1999）

Ban et.al.,（2007）

日本火山学会（1999）

中野ほか編（2013）

更

新

世

山伏岳デイサイト

5

高松岳溶岩

0.2

0.3

(Ma)

高松岳の活動履歴

高松岳の噴出量－年代階段ダイヤグラム

※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【鬼首鬼首鬼首鬼首カルデラカルデラカルデラカルデラ】】】】

鬼首カルデラの概要

火山名 鬼首カルデラ

敷地からの距離 約85km

火山の形式 カルデラ-火砕流台地、溶岩ドーム

活動年代 約30万年～約20万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

0.2

0.3

池

月

凝

灰

岩

（

カ

ル

デ

ラ

形

成

期

）

下

山

里

凝

灰

岩

（

中

規

模

火

砕

流

噴

出

期

？

）

高

日

向

ド

ー

ム

溶

岩

（

後

カ

ル

デ

ラ

期

）

カルデラ形成期

鬼首カルデラの噴出量－年代階段ダイヤグラム

地質時代

ステージ

区分

噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

北村（1956）

Ishida（1981）

Yamada（1988）

早田（1989）

土谷ほか（1997）

日本火山学会（1999）

高島ほか（2006）

中野ほか編（2013）

更

新

世

後

カ

ル

デ

ラ

期

高日向ドーム溶岩 1.5

河倉沢層

（安山岩質火山岩類など）

不明

宮沢層

（デイサイト質溶岩など）

不明

赤沢層

（安山岩質火山岩類など）

不明

中

規

模

火

砕

流

噴

出

期 下山里凝灰岩 2

カ

ル

デ

ラ

形

成

期

池月凝灰岩 > 18

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

鬼首カルデラ→

（85km）

鬼首カルデラの概要
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噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【赤倉赤倉赤倉赤倉カルデラカルデラカルデラカルデラ】】】】

赤倉カルデラの概要

火山名 赤倉カルデラ

敷地からの距離 約85km

火山の形式 カルデラ及びカルデラ埋積堆積物，溶岩ドーム

活動年代 約300万年～約200万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代

ステージ

区分

噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

大竹（2000）

日本火山学会（1999）

西来ほか（2012）

中野ほか編（2013）

更

新

世
後

カ

ル

デ

ラ

期

みみずく山

デイサイト

不明

新

第

三

紀

鮮

新

世

カ

ル

デ

ラ

形

成

期

奥羽山層

（火砕流堆積物）

> 11

2.0

3.0

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

赤倉カルデラ→

（85km）

赤倉カルデラの活動履歴

赤倉カルデラの噴出量－年代階段ダイヤグラム

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。
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噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【向町向町向町向町カルデラカルデラカルデラカルデラ】】】】

向町カルデラの概要

火山名 向町カルデラ

敷地からの距離 約94km

火山の形式 カルデラ-火砕流台地，溶岩ドーム

活動年代 約100万年～約60万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代

ステージ

区分

噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

田宮（1984）

鈴木（1984）

土志田・ほか（1999）

日本火山学会（1999）

中野ほか編（2013）

更

新

世

後

カ

ル

デ

ラ

期

糠塚山安山岩

> 25

明神山安山岩

カ

ル

デ

ラ

形

成

期

（

？

）

上絵馬川火砕岩

二枚橋火砕岩

東山火砕岩

芦沢火砕岩

0.6

1.0

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

向町カルデラ→

（94km）

向町カルデラの活動履歴

向町カルデラの噴出量－年代階段ダイヤグラム

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【薬莱岳薬莱岳薬莱岳薬莱岳】】】】

薬莱岳の概要

火山名 薬莱岳

敷地からの距離 約72km

火山の形式 溶岩ドーム？

活動年代 約170万年～約100万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

大沢ほか（1987）

土谷・伊藤（1996）

西来ほか（2012）

中野ほか編（2013）

更

新

世

薬莱山火山岩 不明

1.0

1.7

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

薬莱岳→

（72km）

薬莱岳の活動履歴

薬莱山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量不明

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。

累
積

噴
出

量
（
km

3 ）
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【七七七七ツツツツ森森森森カルデラカルデラカルデラカルデラ】】】】

七ツ森カルデラの概要

火山名 七ツ森カルデラ

敷地からの距離 約64km

火山の形式 カルデラ，カルデラ埋積堆積物および後カルデラ溶岩ドーム群

活動年代 約250万年～約160万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことからいことからいことからいことから，，，，

将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代

ステージ

区分

噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

八島（1990）

長谷中・青木（1995）

三村（2001）

日本火山学会（1999）

西来ほか（2012）

中野ほか編（2013）

更

新

世

後

カ

ル

デ

ラ

期

？

赤崩山溶岩

大畑山溶岩

上嘉太神溶岩

>3.1

七ツ森溶岩 0.6

カルデラ

形成期？

宮床凝灰岩 > 8

1.6

2.5

(Ma)

七ツ森カルデラの噴出量－年代階段ダイヤグラム

カ

ル

デ

ラ

形

成

期

？

後カルデラ期？

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

七ツ森カルデラ

（64km）

↓

七ツ森カルデラの活動履歴
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【船形山船形山船形山船形山】】】】

船形山の概要

火山名 船形山

敷地からの距離 約77km

火山の形式 複成火山

活動年代 約145万年～約56万年前

評価

最大休止期間最大休止期間最大休止期間最大休止期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いこといこといこといこと

からからからから，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

Wada (1981)

今田ほか（1989）

梅田ほか（1999）

日本火山学会

（1999）

中野ほか編

（2013）

更

新

世

船

形

山

蛇ヶ岳溶岩類

25

花染山溶岩類

後白髪上部溶岩類

三峰山溶岩類

後白髪下部溶岩類

船形溶岩類

船形火山初期噴出物

泉

ヶ

岳

泉ヶ岳溶岩類

3北泉ヶ岳溶岩類

黒鼻溶岩類

0.50

0.90

(Ma)

1.10

1.50

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

船形山→

（77km）

船形山の活動履歴

1.45

1.14

0.84

0.85

0.74

0.56
0.77

泉ヶ岳 船形山

蛇ヶ岳溶岩類

花染山溶岩類

後白髪上部溶岩類

三峰山溶岩類

後白髪下部溶岩類

船形溶岩類

船形火山初期噴出物

泉ヶ岳溶岩類

北泉ヶ岳溶岩類

黒鼻溶岩類

船形山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3) ※網掛け部は噴出したと考えられる年代の幅を表す。

0.60
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【安達安達安達安達】】】】

安達の概要

火山名 安達

敷地からの距離 約76km

火山の形式 火砕丘（軽石丘）？

活動年代 約8万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

蟹沢（1985）

日本火山学会（1999）

中野ほか編（2013）

更

新

世

安達－愛島テフラ 1.540.08

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

↑

安達（76km）安達の活動履歴

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

安

達―

愛

島

テ

フ

ラ

安達の噴出量－年代階段ダイヤグラム
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【大東岳大東岳大東岳大東岳】】】】

大東岳の概要

火山名 大東岳

敷地からの距離 約86km

火山の形式 複成火山，溶岩ドーム

活動年代 約170万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

山本・石川（2006）

日本火山学会（1999）

中野ほか編（2013）

更

新

世

弥吉溶岩円頂丘溶岩

7.5

東大崖溶岩

こぶし平溶岩

鹿打沢溶岩

立石沢火砕流堆積物

弥吉溶岩

樋の沢溶岩

大東滝溶岩

白滝沢溶岩

1.7

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

大東岳（86km）→

大東岳の活動履歴

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

大東岳の噴出量－年代階段ダイヤグラム
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【神室岳神室岳神室岳神室岳】】】】

神室岳の概要

火山名 神室岳

敷地からの距離 約90km

火山の形式 複成火山

活動年代 約170万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

三村（2001）

山本・石川（2006）

日本火山学会（1999）

中野ほか編（2013）

更

新

世

仙台神室岳火山岩類

7.5

山形神室岳火山岩類

1.7

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

神室岳（90km）

↓

神室岳の活動履歴

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

神室岳の噴出量－年代階段ダイヤグラム
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【雁戸山雁戸山雁戸山雁戸山】】】】

雁戸山の概要

火山名 雁戸山

敷地からの距離 約92km

火山の形式 複成火山

活動年代 約40万年～約30万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物名

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

高岡・ほか（1988）

日本火山学会（1999）

中野ほか編（2013）

更

新

世

雁戸山溶岩類 6

0.3

0.4

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

←雁戸山（92km）

雁戸山の活動履歴

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

雁戸山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。



19

１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【青麻山青麻山青麻山青麻山】】】】

青麻山の概要

火山名 青麻山

敷地からの距離 約85km

火山の形式 複成火山-カルデラ、溶岩ドーム

活動年代 約40万年～約30万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

0.3

0.4

(Ma)
地質時代

ステージ

区分

噴出物

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

伴（1992）

戸谷・伴（2001）

三村（2001）

Toya et al.,（2005）

日本火山学会（1999）

中野ほか編（2013）

更

新

世

後

期

遠森山円頂丘溶岩

0.8

青麻山円頂丘溶岩

あけら山円頂丘溶岩

板橋沢火砕岩類

カ

ル

デ

ラ

形

成

期

曲竹軽石流堆積物

3.6

曲竹スコリア堆積物

前

期

オナシ溶岩

凧倉山溶岩

松川火砕流堆積物

八山火砕流堆積物

461m峰溶岩

赤松沢溶岩

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

←青麻山（85km）

青麻山の活動履歴

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

青麻山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【三吉三吉三吉三吉・・・・葉山葉山葉山葉山】】】】

三吉・葉山の概要

火山名 三吉・葉山

敷地からの距離 約107km

火山の形式 複成火山

活動年代 約240万年～約230万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

市村（1963）

谷ほか（1975）

中島ほか（1995）

梅田ほか（1999）

日本火山学会（1999）

西来ほか（2012）

中野ほか編（2013）

更

新

世

葉山溶岩

2.9

仙石溶岩

2.3

2.4

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

↑

三吉・葉山

（107km）

三吉・葉山の活動履歴

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

三吉葉山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【白鷹山白鷹山白鷹山白鷹山】】】】

白鷹山の概要

火山名 白鷹山

敷地からの距離 約117km

火山の形式 複成火山，溶岩ドーム

活動年代 約100万年～約80万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

0.8

1.0

(Ma)
地質時代 噴出物

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

長澤ほか（1995b）

石井・斎藤（1997）

三村・鹿野（2000）

日本火山学会（1999）

中野ほか編（2013）

更

新

世

東黒森山溶岩円頂丘 0.03

畑谷岩屑なだれ堆積物 2

白鷹山溶岩円頂丘 0.15

狐越溶岩円頂丘 0.02

西黒森山溶岩円頂丘 0.05

小白府岩屑なだれ堆積物 0.01

針生岩屑なだれ堆積物 1.3

萩野火砕流堆積物 1

沼田火砕流堆積物 0.06

虚空蔵デイサイト 0.3

(Ma)

虚

空

蔵

デ

イ

サ

イ

ト

白鷹山溶岩円頂丘

狐越溶岩円頂丘

西黒森山溶岩円頂丘

萩野火砕流

沼田火砕流

東

黒

森

山

溶

岩

円

頂

丘

白鷹山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

白鷹山

（117km）

↓

白鷹山の活動履歴
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【笹森山笹森山笹森山笹森山】】】】

笹森山の概要

火山名 笹森山

敷地からの距離 約130km

火山の形式 複成火山？

活動年代 約370万年～約200万年前

評価

全活動期間全活動期間全活動期間全活動期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことかいことかいことかいことか

らららら，，，，将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代 噴出物

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

八島（1990）

阪口（1995）

長橋ほか（2004）

日本火山学会（1999）

西来ほか（2012）

中野ほか編（2013）

更

新

世

笹森山安山岩 0.5
新

第

三

紀

鮮

新

世

2.0

3.7

(Ma)

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

↑

笹森山（130km）

笹森山の活動履歴

笹森山の噴出量－年代階段ダイヤグラム

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。
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１１１１．．．．将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性のないのないのないのない火山火山火山火山のののの活動履歴活動履歴活動履歴活動履歴にににについてついてついてついて 【【【【猫魔猫魔猫魔猫魔ヶヶヶヶ岳岳岳岳】】】】

猫魔ヶ岳の概要

火山名 猫魔ヶ岳

敷地からの距離 約156km

火山の形式 複成火山

活動年代 約143万年～約40万年前

評価

休止期間休止期間休止期間休止期間よりもよりもよりもよりも最新活動最新活動最新活動最新活動からのからのからのからの経過時間経過時間経過時間経過時間がががが長長長長いことからいことからいことからいことから，，，，

将来将来将来将来のののの活動可能性活動可能性活動可能性活動可能性はないはないはないはない。。。。

地質時代

ステージ

区分

噴出物

体積

（km

3

）

参考文献

第

四

紀

完新世

NEDO（1990）

三村（2002）

中野ほか編（2013）

更

新

世

新

猫

魔

火

山

1349m溶岩

1.2

猫魔ヶ岳溶岩

雄子沢岩屑なだれ堆積物 -

古

猫

魔

火

山

扇ヶ峰溶岩

15

主山体溶岩

萩原火砕流堆積物

羽山溶岩

雄国沼北溶岩

(Ma)

0.80

猫魔ヶ岳の噴出量－年代階段ダイヤグラム

敷地を中心とする半径160kmの範囲の火山地質図 （中野ほか編（2013）による）

猫魔ヶ岳

（156km）

↓

猫魔ヶ岳の活動履歴

1.00

0.40

1.43

0.68

0.60
0.86

0.75

0.67
1.11

噴出量の累積(km3)
噴出量(km3)

※網掛け部は噴出したと考えられる

年代の幅を表す。

古猫魔火山

新

猫

魔

火

山

扇ヶ峰溶岩

主山体溶岩

荻原火砕流堆積物

羽山溶岩

雄国沼北溶岩 1349m溶岩

猫魔ヶ岳溶岩

雄子沢岩屑なだれ堆積物
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２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸ををををもつもつもつもつ

160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山にににについてついてついてついて
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２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸をもつをもつをもつをもつ160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山にににについてついてついてついて

火山 テフラ名

十和田

カルデラ

To-a 十和田 a

To-Cu 十和田中掫

榛名山 Hr-FP 榛名二ツ岳伊香保

浅間山

As-A 浅間 A（天明）

As-B 浅間 B（天仁）

As-C 浅間 C

UG

立川ローム

上部ガラス質部

As-K 浅間草津

As-YP 浅間板鼻黄色

As-Sr 浅間白糸

御嶽山 On-Pm1 御岳第 1

大山 DKP 大山倉吉

三瓶山 SK 三瓶木次

� 給源から女川原子力発電所の方向に分布軸をもつ160km以遠の火山及び広域テフラは以下のとおり。

給源から女川原子力発電所の方向に分布軸をもつ160km以遠の火山
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【十和田カルデラ】

� 十和田a（To-a）は，宍倉ほか（2007）によれば，石巻平野で実施した津波堆積

物調査の結果から数cmの厚さで分布していることが報告されており，敷地内

の地質調査においても最大層厚6cmを確認している。

� 十和田中掫（To-Cu）は，早田・八木（1991）によれば，吾妻山で1.3㎝が確認さ

れているものの，敷地周辺では確認されていない。

東北地方の完新世主要テフラの等層厚線図

（町田・新井（2003）に一部加筆）

女川原子力発電所

火山 テフラ名

十和田

カルデラ

To-a 十和田 a

To-Cu 十和田中掫

榛名山 Hr-FP 榛名二ツ岳伊香保

浅間山

As-A 浅間 A（天明）

As-B 浅間 B（天仁）

As-C 浅間 C

UG

立川ローム

上部ガラス質部

As-K 浅間草津

As-YP 浅間板鼻黄色

As-Sr 浅間白糸

御嶽山 On-Pm1 御岳第 1

大山 DKP 大山倉吉

三瓶山 SK 三瓶木次

２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸をもつをもつをもつをもつ160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山についてについてについてについて 【【【【十和田十和田十和田十和田カルデラカルデラカルデラカルデラ】】】】
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北関東～東北地方の主要テフラの等層厚線図

（町田・新井（2003）に一部加筆）

女川原子力発電所

160km

【榛名山】

� 榛名二ツ岳伊香保（Hr-FP）は，山元（2012,2013）によれば，郡山市から

福島市にかけて約6㎝の層厚が確認されているものの，敷地周辺では確

認されていない。

火山 テフラ名

十和田

カルデラ

To-a 十和田 a

To-Cu 十和田中掫

榛名山 Hr-FP 榛名二ツ岳伊香保

浅間山

As-A 浅間 A（天明）

As-B 浅間 B（天仁）

As-C 浅間 C

UG

立川ローム

上部ガラス質部

As-K 浅間草津

As-YP 浅間板鼻黄色

As-Sr 浅間白糸

御嶽山 On-Pm1 御岳第 1

大山 DKP 大山倉吉

三瓶山 SK 三瓶木次

２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸をもつをもつをもつをもつ160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山についてについてについてについて 【【【【榛名山榛名山榛名山榛名山】】】】
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As-B
As-C

As-A

中部・関東地方の完新世主要テフラの等層厚線図

（町田・新井（2003）に一部加筆）

火山 テフラ名

十和田

カルデラ

To-a 十和田 a

To-Cu 十和田中掫

榛名山 Hr-FP 榛名二ツ岳伊香保

浅間山

As-A 浅間 A（天明）

As-B 浅間 B（天仁）

As-C 浅間 C

UG

立川ローム

上部ガラス質部

As-K 浅間草津

As-YP 浅間板鼻黄色

As-Sr 浅間白糸

御嶽山 On-Pm1 御岳第 1

大山 DKP 大山倉吉

三瓶山 SK 三瓶木次

【浅間山①】

� 浅間A（As-A），浅間B（As-B）及び浅間C（As-C）は，浅間山周辺においてテフラが

確認されているものの，東北地方ではほとんど確認されていない。

２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸をもつをもつをもつをもつ160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山についてについてについてについて 【【【【浅間山浅間山浅間山浅間山①①①①】】】】
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As-K

As-YP

As-Sr

UG

中部・関東地方の後期更新世主要テフラの等層厚線図

（町田・新井（2003）に一部加筆）

【浅間山②】

� 小岩・早田（1994）では，仙台市の西方・二口峠周辺におい

てAs-K・As-YPに対比される可能性があるガラス質テフラ

（層厚：1～5㎝）が報告されている。

� 苅谷（1996）では，月山においてAs-K (As-YP)を確認したこ

とが報告されている（連続採取した試料を洗浄処理すること

で確認 ）。

火山 テフラ名

十和田

カルデラ

To-a 十和田 a

To-Cu 十和田中掫

榛名山 Hr-FP 榛名二ツ岳伊香保

浅間山

As-A 浅間 A（天明）

As-B 浅間 B（天仁）

As-C 浅間 C

UG

立川ローム

上部ガラス質部

As-K 浅間草津

As-YP 浅間板鼻黄色

As-Sr 浅間白糸

御嶽山 On-Pm1 御岳第 1

大山 DKP 大山倉吉

三瓶山 SK 三瓶木次

２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸をもつをもつをもつをもつ160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山についてについてについてについて 【【【【浅間山浅間山浅間山浅間山②②②②】】】】
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【浅間山③】

� 2004年の噴火時では，その影響が敷地周辺まで及んでいない。

浅間山2004年噴火時の火山灰分布図

（吉本ほか（2005）に一部加筆）

（榛名山）

（沼田市）

２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸をもつをもつをもつをもつ160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山についてについてについてについて 【【【【浅間山浅間山浅間山浅間山③③③③】】】】
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【御嶽山】

� 御岳第一（On-Pm1）は，八木（1996）によれば，鳴子町鬼首で約4㎝の層厚が

確認されているものの，敷地周辺では確認されていない。

御岳第１テフラの等層厚線図

（町田・新井（2003）に一部加筆）

160km

女川原子力発電所

地点5：鳴子町鬼首・4㎝

[八木（1996）]

火山 テフラ名

十和田

カルデラ

To-a 十和田 a

To-Cu 十和田中掫

榛名山 Hr-FP 榛名二ツ岳伊香保

浅間山

As-A 浅間 A（天明）

As-B 浅間 B（天仁）

As-C 浅間 C

UG

立川ローム

上部ガラス質部

As-K 浅間草津

As-YP 浅間板鼻黄色

As-Sr 浅間白糸

御嶽山 On-Pm1 御岳第 1

大山 DKP 大山倉吉

三瓶山 SK 三瓶木次

地点4：福島市佐原町・不明

※猪苗代町葉山・7㎝

[八木・早田（1991）]

奥州市胆沢・2～3㎝（パッチ状）

[渡辺（1991）]

２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸をもつをもつをもつをもつ160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山についてについてについてについて 【【【【御嶽山御嶽山御嶽山御嶽山】】】】
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大山倉吉テフラの等層厚線図

（町田・新井（2003）に一部加筆）

女川原子力発電所

160km

地点9：福島県佐原町・層厚不明 [早田（1996）]

（地点9近傍 猪苗代町葉山・2㎝ [鈴木ほか（1995）]）

火山 テフラ名

十和田

カルデラ

To-a 十和田 a

To-Cu 十和田中掫

榛名山 Hr-FP 榛名二ツ岳伊香保

浅間山

As-A 浅間 A（天明）

As-B 浅間 B（天仁）

As-C 浅間 C

UG

立川ローム

上部ガラス質部

As-K 浅間草津

As-YP 浅間板鼻黄色

As-Sr 浅間白糸

御嶽山 On-Pm1 御岳第 1

大山 DKP 大山倉吉

三瓶山 SK 三瓶木次

【大山】

� 大山倉吉（DKP）は，鈴木ほか（1995）によれば，猪苗代町葉山において約2㎝

の層厚が確認されているものの，敷地周辺では確認されていない。

２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸をもつをもつをもつをもつ160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山についてについてについてについて 【【【【大山大山大山大山】】】】
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女川原子力発電所

三瓶木次テフラの等層厚線図

（町田・新井（2003）に一部加筆）

【三瓶山】

� 三瓶木次（SK）は，八木・早田（2000）や松浦（2000）によれば，新庄

市芦沢・胆沢町愛宕においてテフラが確認されている（層厚不明）

ものの，敷地周辺では確認されていない。

地点6：

胆沢町愛宕・層厚不明

火山 テフラ名

十和田

カルデラ

To-a 十和田 a

To-Cu 十和田中掫

榛名山 Hr-FP 榛名二ツ岳伊香保

浅間山

As-A 浅間 A（天明）

As-B 浅間 B（天仁）

As-C 浅間 C

UG

立川ローム

上部ガラス質部

As-K 浅間草津

As-YP 浅間板鼻黄色

As-Sr 浅間白糸

御嶽山 On-Pm1 御岳第 1

大山 DKP 大山倉吉

三瓶山 SK 三瓶木次

地点8：

新庄市芦沢・層厚不明

２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸をもつをもつをもつをもつ160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山についてについてについてについて 【【【【三瓶山三瓶山三瓶山三瓶山】】】】
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� 女川原子力発電所の敷地または敷地周辺に降灰した可能性のある広域テフラは下記であり，十和田aのみ敷地内の地質調査結果から

最大層厚6cmが確認されているが，それ以外のテフラについては，いずれも層厚は0～数cmである。

火山 テフラ名

160km範囲の主な露頭

女川地点での評価

位置 層厚

十和田

To-a 十和田 a 敷地内 最大6㎝ 敷地内の地質調査結果から，最大層厚6cm。

To-Cu 十和田中掫 吾妻山

約1.3㎝

（早田・八木（1991））

町田・新井（2003）によると，0～数cm。

榛名山 Hr-FP 榛名二ツ岳伊香保 郡山市～福島市

約6㎝

（山元（2013））

町田・新井（2003）によると，0～数cm。

浅間山

As-A 浅間 A（天明）

東北地方ではほとんど確認されていない。

※小岩・早田（1994）によれば，二口峠周辺において，

As-K・As-YPに対比される可能性があるガラス質テフラ

（層厚：1～5㎝）が報告されている。

町田・新井（2003）によると，ほぼ0cm。

As-B 浅間 B（天仁）

As-C 浅間 C

UG

立川ローム

上部ガラス質部

As-K 浅間草津

As-YP 浅間板鼻黄色

As-Sr 浅間白糸

御嶽山 On-Pm1 御岳第 1 鳴子町鬼首

約4㎝

（八木（1996））

町田・新井（2003）によると，0～数cm。

大山 DKP 大山倉吉 猪苗代町葉山

約2㎝

（鈴木ほか（1995））

町田・新井（2003）によると，ほぼ0cm。

三瓶木次 SK 三瓶木次 胆沢町愛宕

層厚不明

八木・早田（2000）

，松浦（2000）

町田・新井（2003）によると，ほぼ0cm。

２２２２．．．．給源給源給源給源からからからから女川女川女川女川のののの方向方向方向方向にににに降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸降灰分布軸をもつをもつをもつをもつ160km160km160km160km以遠以遠以遠以遠のののの火山火山火山火山についてについてについてについて 【【【【まとめまとめまとめまとめ】】】】
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３３３３．「．「．「．「Tephra2Tephra2Tephra2Tephra2」」」」のののの計算事例計算事例計算事例計算事例にににについてついてついてついて

３．１ 「Tephra2」の再現計算事例

３．２ 露頭で確認される肘折尾花沢テフラの層厚と計算結果の対比事例
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Tephra2 Users Manual（2011）によれば， Tephra2を用いてCerro Negro噴火

（1992年）のインバージョン解析を実施しており，同噴火を再現している。

Tephra2 Users Manual（2011）によれば， Tephra2を用いてPululagua噴火

（BP2450）のインバージョン解析を実施しており，同噴火を再現している。

３３３３．「．「．「．「Tephra2Tephra2Tephra2Tephra2」」」」のののの計算事例計算事例計算事例計算事例についてについてについてについて

３３３３．．．．１１１１ 「「「「Tephra2Tephra2Tephra2Tephra2」」」」のののの再現計算事例再現計算事例再現計算事例再現計算事例
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� 肘折尾花沢テフラ（Hj-O）について，数地点が文献で確認されている。

� これらの地点の層厚と降灰シミュレーションの結果を比較した図を次頁以降に示す。

文献調査におけるHj-O同定地点

: Hj-O同定地点

女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所女川原子力発電所

肘肘肘肘折折折折カルデラカルデラカルデラカルデラ

尾花沢高宮農場

西城・八木（1990）

鹿原D遺跡

豊島（1980）

鳴子町川度

八木・早田（1989）

座散木遺跡

早田（1996）

大崎市

加美町

尾花沢市

馬場壇Ａ遺跡

早田（1989）

尾花沢荻袋

西城・八木（1990）

尾花沢二藤袋

北村（1996）

３３３３．「．「．「．「Tephra2Tephra2Tephra2Tephra2」」」」のののの計算事例計算事例計算事例計算事例についてについてについてについて

３３３３．．．．２２２２ 露頭露頭露頭露頭でででで確認確認確認確認されるされるされるされる肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢テフラのテフラのテフラのテフラの層厚層厚層厚層厚とととと計算結果計算結果計算結果計算結果のののの対比対比対比対比事例事例事例事例
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mm

１月 ３月

２月 ４月

３３３３．「．「．「．「Tephra2Tephra2Tephra2Tephra2」」」」のののの計算事例計算事例計算事例計算事例についてについてについてについて

３３３３．．．．２２２２ 露頭露頭露頭露頭でででで確認確認確認確認されるされるされるされる肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢テフラのテフラのテフラのテフラの層厚層厚層厚層厚とととと計算結果計算結果計算結果計算結果のののの対比対比対比対比事例事例事例事例
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mm

５月 ７月

６月 ８月

３３３３．「．「．「．「Tephra2Tephra2Tephra2Tephra2」」」」のののの計算事例計算事例計算事例計算事例についてについてについてについて

３３３３．．．．２２２２ 露頭露頭露頭露頭でででで確認確認確認確認されるされるされるされる肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢テフラのテフラのテフラのテフラの層厚層厚層厚層厚とととと計算結果計算結果計算結果計算結果のののの対比対比対比対比事例事例事例事例
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mm

９月 １１月

１０月 １２月

３３３３．「．「．「．「Tephra2Tephra2Tephra2Tephra2」」」」のののの計算事例計算事例計算事例計算事例についてについてについてについて

３３３３．．．．２２２２ 露頭露頭露頭露頭でででで確認確認確認確認されるされるされるされる肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢テフラのテフラのテフラのテフラの層厚層厚層厚層厚とととと計算結果計算結果計算結果計算結果のののの対比対比対比対比事例事例事例事例
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番号 文献層厚 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月月月月 9月 10月 11月 12月

① 680mm680mm680mm680mm 約50mm 10～20mm 10～20mm 200mm以上 200mm以上 約200mm 約20mm 200mm200mm200mm200mm以上以上以上以上 100～200mm 約100mm 100～200mm 100～200mm

② 540mm540mm540mm540mm 約100mm 20～50mm 20～50mm 約200mm 100～200mm 200mm以上 20～50mm 200mm200mm200mm200mm以上以上以上以上 50～100mm 50～100mm 約100mm 100～200mm

③ 210mm210mm210mm210mm 100～200mm 50～100mm 50～100mm 約100mm 50～100mm 100～200mm 100～200mm 100100100100～～～～200mm200mm200mm200mm 20～50mm 50～100mm 50～100mm 50～100mm

④ 240mm240mm240mm240mm 20～50mm 20～50mm 約50mm 約10mm 5～10mm 10～20mm 50～100mm 20202020～～～～50mm50mm50mm50mm 5～10mm 10～20mm 10～20mm 約50mm

⑤ 不明不明不明不明 0mm 0mm 0mm 1～2mm 5～10mm 10～20mm 約2mm 10101010～～～～20mm20mm20mm20mm 約100mm 2～5mm 0mm 0mm

⑥ 190mm190mm190mm190mm 約50mm 20～50mm 10～20mm 20mm 10～20mm 約20mm 10～20mm 20202020～～～～50mm50mm50mm50mm 5～10mm 10～20mm 10～20mm 20～50mm

⑦ 60mm60mm60mm60mm 約50mm 約50mm 10～20mm 10～20mm 10～20mm 10～20mm 10～20mm 20202020～～～～50mm50mm50mm50mm 5～10mm 10～20mm 10～20mm 20～50mm

■：文献で示されている層厚と概ね整合している地点

肘折尾花沢テフラ（Hj-O）を対象とした降灰シミュレーションの結果（１～１２月）と文献で示されている層厚について比較を行った結果，

気象条件を８月とした場合，文献の層厚と概ね整合している。

mm

３３３３．「．「．「．「Tephra2Tephra2Tephra2Tephra2」」」」のののの計算事例計算事例計算事例計算事例についてについてについてについて

３３３３．．．．２２２２ 露頭露頭露頭露頭でででで確認確認確認確認されるされるされるされる肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢肘折尾花沢テフラのテフラのテフラのテフラの層厚層厚層厚層厚とととと計算結果計算結果計算結果計算結果のののの対比対比対比対比事例事例事例事例
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